
委員の意見

・社会教育施設の有効な活用

施策の体系図（骨子案）

計画策定時 後期計画

１
　
ま
な
び
人
を
増
や
そ
う

（１）学びへの関心を高める （１）学びへの関心を高める

・生涯学習という考え方を市民
がどれだけ認識しているのか
・日々の生活そのものが生涯学
習であるという認識の広がり
・生涯学習の周知
・実際に行われているイベント
等を活用し、学びに仕掛けをつ
くることで、若い世代の学びへ
の参加のきっかけづくりを行う

①学びに出会い関心を高めるための啓発 ①学びへ参加するためのきっかけづくり

②学びの機会についての情報発信

①身近な学びの場づくり ①身近な学びの場づくり

②学びの機会や団体についての情報発信

③学びの団体についての情報発信

（２）学びを見つける （２）学びを見つける

①市民がつくる学びの機会の提供 ①市民がつくる学びの機会の提供

②多様なニーズに応じた学びの場づくり ・子育て世代がゆったりとした
気持ちで学習できる学びの機会
の提供

②多様なニーズに応じた学びの場づくり

（３）学びの場をつくる （３）学びの場をつくる

②多様なニーズに応じた学びの場づくり ②多様なニーズに応じた学びの場づくり

③学びの環境の利便性向上 ③学びの環境の利便性向上

２
　
ま
な
び
力
を
育
て
よ
う

（１）学びでつながる （１）学びでつながる

①多様な学びの活動をつなぐネットワークの推進 ①多様な学びの活動をつなぐネットワークの推進

②学びの相談支援・コーディネート機能の充実 ②学びの相談支援・コーディネート機能の充実

（２）学びを生かす （２）学びを生かす

①学びの成果を評価する仕組みづくり ①学びの成果を評価する仕組みづくり

②地域の人材を活用する仕組みづくり ②学びの成果を活用する仕組みづくり

（３）学びの力を高める ・自治会が手一杯の状況である
ため、サポートする組織や人材
が必要

（３）学びの力を高める

①自主運営事業への支援の充実 ①自主運営事業への支援の充実

・学びが自己完結的にとどまら
ず、地域の人たちを巻き込んだ
学びにする

③より高い学びに移行する仕組みづくり

３
　
ま
な
び
里
を
つ
く
ろ
う

（１）学びで地域の魅力を見つける （１）学びで地域の魅力を見つける

①自然や歴史、伝統文化を活用した学びの提供
・観光資源を活用した学び、地
域づくり

③専門的な教育機関との連携 ③専門的な教育機関との連携

（３）学びからまちを活性化する
・自治会と自治協の関係性の整理
・今自治会活動を考える機会づくり
・持続可能な自治会組織を考える

（３）学びからまちを活性化する

①地域課題解決のための市民力の醸成 ①地域課題解決のための市民力の醸成

③地域の人材を活用する仕組みづくり

④市民活動団体やＮＰＯへの支援

・教育資源を有するＮＰＯとの
連携・協働を進めていくために
は、市民プラザが担うべきとこ
ろが大きい
・NPO等多様な団体の世代交代

②市民活動団体やＮＰＯへの支援 ・社会教育と学校教育の連携・
協働

②家庭・学校・地域の連携・協働

①自然や歴史、伝統文化を活用した学びの提供

②地域の魅力発掘と新しい学びの機会の提供 ②地域の魅力発掘と新しい学びの機会の提供

（２）学びのまちをつくる （２）学びのまちをつくる

①地域の学習施設の利用 ①地域の学習施設の利用

②指導者・リーダーの養成 ②指導者・リーダーの養成

③より高い学びに移行する仕組みづくり

②地域課題解決のための仕組みづくり ②地域課題解決のための仕組みづくり

・将来、まちの担い手となる子どもた
ち対する知識と経験の還元

③地域で子ども・若者を育てる環境づくり

赤字＝修正・追加項目


